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第二特集／塩素ガス事故発生対策

第一特集／看取りの透析医学を考える
特集「看取りの透析医学を考える」によせて   岡田　一義（川島会川島病院）
 1．看取りの透析医学：総説―多死社会において
 　（1）医師の立場から 中村　陽一他（東邦大学医療センター大森病院）
 　（2）看護師の立場から 小坂　志保（東邦大学看護学部）
 2．透析医療における多死社会の実情と未来 中井　　滋（医療法人有心会大幸医工学研究所）
 3．SDMと ACPをいつ行うのか，だれに行うのか 

―透析医療に SDMと ACPを統合する 小松　康宏（東京女子医科大学医療安全科）
 4．緩和的腹膜透析について 櫻田　　勉（聖マリアンナ医科大学腎臓・高血圧内科）
 5．腎不全緩和ケアチームの体制づくりと地域連携 濱口　明彦（東京慈恵会医科大学附属柏病院腎臓・高血圧内科）
 6．緩和医療の治療薬はどのように使用するのか 榎本　由佳（西神戸ホームケアクリニック）
 7．全人的苦痛に対する対応はどのように行うのか 大武　陽一（たけお内科クリニック からだと心の診療所）
 8．家族と透析スタッフに対するグリーフケア 加藤　　綾（日本赤十字社福岡赤十字病院看護部）
 9．CKM症例として看取った症例：事例紹介 

―緩和医療を実践して 吉本　敬一（黒部市民病院腎臓・リウマチ内科）
10．HDあるいは PD患者として看取った症例：事例紹介 

―当院における透析患者の終末期医療の現況 田部井　薫（南魚沼市民病院内科）
コラム　透析患者の終末期緩和ケア・医療―別表 7と別表 8 西　　慎一（一陽会服部病院腎臓内科）
コラム　Kidney supportive care 河野　圭志（神戸大学大学院医学研究科腎臓内科／腎・血液浄化センター）

1．透析施設における塩素ガス発生の原因 安藤　勝信（練馬光が丘病院臨床工学室）
2．医療施設における塩素ガス発生後の対応 村井 美穂子（岩手医科大学附属病院臨床工学部）
3．透析施設における薬剤誤混入防止対策 本間　　崇（公益社団法人日本臨床工学技士会）

 （編集の都合により掲載内容が若干変更となることがあります）

OPINION 古河赤十字病院 浅野　　泰

特集●CKD―MBDガイドライン 2025 を実装する

1．MBDガイドライン作成時のポリシー 名古屋市立大学腎臓内科 濱野　高行
2．保存期の CKD―MBDの管理 飯塚病院腎臓内科 藤崎毅一郎
3．カルシウム・リン管理（石灰化も含めて） 神戸大学医学部腎臓内科腎 後藤　俊介
4．透析患者に対するテイラーメードなリン低下薬の選択 九州大学病院腎疾患治療部 山田　俊輔
5．PTH管理 東海大学医学部腎内分泌代謝内科学 駒場　大峰
6．骨代謝管理（骨粗鬆症管理も含めて） 新潟大学腎・膠原病内科 山本　　卓
7．腹膜透析の CKD―MBDの管理 近畿大学病院腎臓内科 村島　美穂
8．移植後の CKD―MBDの管理 帝京大学医学部附属溝口病院内科 河原崎宏雄
9．小児の CKD―MBD管理 名古屋大学大学院医学系研究科臨床研究教育学 今泉　貴広
コラム：血管石灰化はなぜ今回のガイドラインの章に入らなかったのか？ 
 東邦大学医療センター大橋病院腎臓内科 常喜　信彦
　　　：高齢者のMBDのテーラーメイド医療 名古屋市立大学腎臓内科 濱野　高行
　　　：データの季節性 慈恵医大晴海トリトンクリニック 横山啓太郎
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